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Transliteration of handwritten text 
This paper discusses what should be considered when transliterating texts written 
before the Showa period, i.e. the Taisho period, the Meiji period, the Edo period, 
and earlier. “Transliteration” is defined as converting a text written in the 
orthography at the time of the text’s creation into one using modern orthography. 
Currently, images of various texts put into writing in the past have been released, 
and digitized “transliterated texts” have been made available. Images and a 
“transliterated text” are often published as a set. It is meaningful to explore 
"transliteration" on the premise that the published images can be used as 
reference. In addition, it is necessary to consider current “transliteration” practice 
with a view to digitization, ensuring that information can be consistently 
conveyed electronically. In order to explore such "transliteration" standards, that 
is, "standard transliteration", I will present a transliterated text of Akutagawa 
Ryunosuke’s own handwritten manuscript of "Mother" possessed by the CV Star 
East Asian Library at the University of California, Berkeley. 
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本稿では、University of California, Berkeley（カリフォルニア大学バークレ


























































範囲で、できる   だけ使われている漢字字体を使う。 
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 男は感動を蔽ふやうに、妙に素つ気のない声を出した。  
  「あれは已も気になつてゐたんだ。」 











































 「うちの若様？ 若様は今御休み中。」 
 女は縫針を休めた儘、子供のやうに微笑した。 
 「時にね、お清さん。」 































































  「此處は暖かでござい〔ます〕ますね。」 
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  「まあ、御可愛い。」 
 敏子は顔を寄せながら、鋭い乳〔臭〕の臭ひを〔嗅いだ〕感じた。 
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  「おお、おお、よく肥つていらつしやる。」 
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「見ている人」によって恣意的になる可能性がひくくない。やはり、「電
子的な情報交換を安定して行なう」ことを視野に入れ、当該漢字がどのよ
うに使われてきたかを吟味した上で、一つ一つの漢字の処理をすることが
迂遠なようで、結局は安定した「翻字」につながるのではないだろうか。 
 
註１ 「昭和期よりも前」と限定したのは、昭和期、平成期に文字化され
たテキストは、現在との「隔たり」が少ないとごく常識的に判断したため
で、それ以上積極的な意味合いではない。 
註２ 「テキスト」は「何らかの言語情報を文字化したもの」と定義して
おく。したがって、木簡のようなものもテキストであるし、児童が書いた
作文もテキストということになる。以下鉤括弧は附さずにテキストと表示
する。「翻字」はおもに現在使われている文字を使って文字化することと
定義しておく。〈字を翻す〉ということであるので、現在とは異なる文字
体系によって文字化されたテキストがまずあって、それをおもに現在つか
われている文字体系によって文字化することになる。 
註３ （当該論文が何をどう明らかにしようとしているかということによ
るが）少なくとも、画像に依拠した分析、考察だから研究論文としての資
格がないというような極端な判断はされにくくはなっているのではない
か。その一方で、（稿者が実際に経験したことであるが）稿者が自身の所
持している英和辞書について、分析した論文を投稿した際に、国立国会図
書館が画像として公開しているテキストは、稿者の所持している英和辞書
と、版が異なるので、どこがどう違うかを述べるように査読意見が附され
るといったこともある。そこでは、公開されている画像側に「基準」があ
るように思われる。 
